





























































































当 一六場割 北 条治下年貢銭表 か
る反升は） I I I I a 格
「 ζ2 2吉§ I国｜郡｜村！年｜田（ 注） ！ 畠 ｜ま
下 主要お な文る ｜ 伊豆｜田方 lo長 浜｜天文12 I so 文I 20 文｜氏
方言 巻市 しりがわ I I I I I I I 
升β暫史て 、米け ｜相 模 ｜足柄下｜中村上｜汐 19 I 50 I 165 I支
」v じ一こーで｜武 蔵 ｜足立｜原宿l永践10 I 30 I 16s I竪
を 石 れ斗、 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ノJ
使こ 五 とこい ｜ ｜榛沢 iO 小前田I ,, 1 I so I 20 Iの
っ と斗「ざ ま i i橘樹｜小机｜元亀 3 I so I 16s Iき
て に六太 」田 ｜ I I I I I I ;r し
い な升閣で 租 ｜ ｜入間 10 府川｜天正 s I so I 165 Iか
た る）検あを ｜ ｜ 都 筑 lo ×思ra l// 13 I 50 I 165 Iさ
ら 。 と地 つ 換 I I I I I I 1 め
しその中た算 ｜伊豆｜加茂｜南上I /t 15 I so I - 1ろ
《れ 嬰田かし｜武 蔵 ｜埼玉｜大井I// i 1 I 30 I 1 so Iう百のらて I I I I I I I 
少 らは 石「み 備考 1. 本図は横浜市史より写す一一一一一生
「 三盛 田 る
く 器八 一租と 2. 0 印はほぼ直轄領たる村 「
と 量 % 石五後 3. ×印は現横浜市に属する村 上
も」強ー百北 （注）一反当り年貢銭 田
統でで斗文条 ・
ー あほ（ 」氏「で お進 と文れに「「 徴 く 例た 国内ーの ・中
さ るほ三はの四は後め し 」 故 当五 中 し、証ら畠官四下回
れ が四 六「公公こ 北 る て を 「 る 百 田 て そ はしがよ等々






























































































































































































































































































（ 註 凶 ）
五百文、漆で州刊に悶江一段、綿一把で百文回一円削二回 一文の率である。以上「現物納・銭納
ω代納」いろいろみられるが、問題は後北
条氏があくまでもこれらを取立てるための方便であったというとであ その故に「 入時期」や「違反者」についての厳しい命令が出されていた。これらの賦課が 検見」 後行われた時も
後北条氏の農村支配について（守谷























































































｛ 註 幻 ）










































































































































































149 （延徳 3 年）早雲韮山による。
156 （永正13 年）三浦氏亡ぶ（相模平定）
1524 （大永 4 年）氏網江戸城をとる
1537 （天文 2 年）河越城をとる
1542 (I/ 1 ～12 年）相模検地
1547 (I/ 16 年）陣夫増徴
150 ( // 19 年）退転百姓対策を行う
152 ( I/ 21 年）上野平井城をとる
154 （。 23 年）古河城をとる
15 （弘治 1 年）武蔵検地（附加税増徴）
159 （永治 2 年）諸領役帳なる
1564 （汐 7 年）撰銭令（取引額のすべてを精銭とす）
157 （天正 5 年）下野，下総進出（北条最大版図なる）
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